
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行

　
　
告
　
示

○
基
本
測
量
終
了
の
通
知
（
一
八
一
〜
一
八
三
、
建
設
管
理
課
）
…
…
…
１

○
公
共
測
量
終
了
の
通
知
（
一
八
四
・
建
設
管
理
課
）
…
…
…
…
…
…
…
１

○
市
街
地
再
開
発
組
合
の
定
款
及
び
事
業
計
画
の
変
更
の
認
可
（
一
八

　

五
・
建
築
住
宅
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

　
　
公
　
告

○
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可
（
鹿
角
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
…
１

○
県
営
土
地
改
良
事
業
工
事
の
完
了
（
鹿
角
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
…
１

○
土
地
改
良
区
の
役
員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
（
北
秋
田
地
域
振
興

　

局
農
林
部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

○
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可
（
北
秋
田
地
域
振
興
局
農
林

　

部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

○
土
地
改
良
区
の
役
員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
（
秋
田
地
域
振
興
局

　

農
林
部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

○
県
営
土
地
改
良
事
業
工
事
の
完
了
（
秋
田
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
…
２

○
土
地
改
良
区
の
役
員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
（
仙
北
地
域
振
興
局

　

農
林
部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

○
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可
（
雄
勝
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
…
２

　
　
人
事
委
員
会
規
則

○
人
事
委
員
会
規
則
一
一
│
一
（
公
平
委
員
会
の
事
務
委
託
市
町
村
、

　

一
部
事
務
組
合
及
び
広
域
連
合
の
管
理
職
員
等
の
範
囲
）
の
一
部
を

　

改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

　
　
人
事
委
員
会
訓
令

○
人
事
委
員
会
事
務
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

（
一
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

　
　
収
用
委
員
会
告
示

○
収
用
の
裁
決
手
続
の
開
始
の
決
定
（
一
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

○
土
地
収
用
事
件
の
審
理
の
開
始
（
二
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

　
　
収
用
委
員
会
の
公
示
に
よ
る
通
知

○
土
地
収
用
事
件
の
審
理
開
始
の
公
示
に
よ
る
通
知
…
…
…
…
…
…
…
…
３

秋
田
県
告
示
第
百
八
十
一
号

　

平
成
十
九
年
秋
田
県
告
示
第
四
百
十
六
号
の
基
本
測
量
に
つ
い
て
、
平
成

二
十
年
一
月
十
五
日
終
了
し
た
旨
国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
長
か
ら
通
知
が

あ
っ
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条

第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城　

秋
田
県
告
示
第
百
八
十
二
号

　

平
成
十
九
年
秋
田
県
告
示
第
五
百
八
十
七
号
の
基
本
測
量
に
つ
い
て
、
平

成
二
十
年
三
月
十
二
日
終
了
し
た
旨
国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
長
か
ら
通
知

が
あ
っ
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四

条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城　

秋
田
県
告
示
第
百
八
十
三
号

　

平
成
十
九
年
秋
田
県
告
示
第
二
百
九
十
二
号
の
基
本
測
量
に
つ
い
て
、
平

成
二
十
年
三
月
十
四
日
終
了
し
た
旨
国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
長
か
ら
通
知

が
あ
っ
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四

条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城　

秋
田
県
告
示
第
百
八
十
四
号

　

平
成
十
九
年
秋
田
県
告
示
第
二
百
七
十
四
号
の
公
共
測
量
に
つ
い
て
、
平

成
二
十
年
三
月
十
九
日
終
了
し
た
旨
八
峰
町
長
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城　

秋
田
県
告
示
第
百
八
十
五
号

　

都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
第
三
十
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
定
款
及
び
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た

の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城　

一　

市
街
地
再
開
発
組
合
の
名
称

　
　

横
手
駅
東
口
第
一
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合

二　

事
業
施
行
期
間

　
　

平
成
十
九
年
七
月
三
十
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三　

施
行
地
区

　
　

横
手
市
駅
前
町
八
百
二
十
五
番
か
ら
八
百
五
十
八
番
ま
で
、
八
百
六
十

番
、
八
百
九
十
六
番
の
一
部
、
八
百
九
十
七
番
の
一
部
、
八
百
九
十
九

番
、
九
百
番
の
一
部
、
九
百
一
番
及
び
九
百
十
七
番
の
一
部
、
寿
町

三
百
一
番
の
一
部
、
三
百
二
番
の
一
部
、
三
百
四
番
の
一
部
、
三
百
五

番
、
五
百
十
八
番
及
び
百
九
十
五
番
地
先
、
前
郷
一
番
町
八
百
九
番
の
一

部
並
び
に
前
郷
二
番
町
八
百
六
十
六
番
の
一
部

四　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

横
手
市
駅
前
町
三
番
十
三
号

五　

設
立
認
可
の
年
月
日

　
　

平
成
十
九
年
七
月
三
十
一
日

六　

定
款
及
び
事
業
計
画
の
変
更
の
認
可
の
年
月
日

　
　

平
成
二
十
年
四
月
十
一
日

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
か
づ
の
土
地
改
良
区
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
定
款
変
更
に
つ

い
て
、
平
成
二
十
年
四
月
四
日
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城　

　

県
営
土
地
改
良
事
業
（
二
本
柳
地
区
担
い
手
育
成
基
盤
整
備
事
業
）
に
つ

き
、
そ
の
工
事
を
平
成
二
十
年
三
月
二
十
八
日
完
了
し
た
の
で
、
土
地
改
良

法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
百
十
三
条
の
二
第
三
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城　

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六

項
の
規
定
に
よ
り
、
大
館
市
南
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
の
退
任

及
び
就
任
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公

告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城　

一　

退
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

１

目
　
　
　
　
　
次

ペ
ー
ジ
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の
規
定
に
よ
り
、
次
の
土
地
改
良
区
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
定
款
変
更
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告

す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城　

一　

大
館
市
南
土
地
改
良
区

　
　

認
可
年
月
日　

平
成
二
十
年
四
月
一
日

二　

大
館
市
花
矢
土
地
改
良
区

　
　

認
可
年
月
日　

平
成
二
十
年
四
月
四
日

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六

項
の
規
定
に
よ
り
、
雄
和
中
央
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
の
退
任

及
び
就
任
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公

告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城　

一　

退
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

　
　

秋
田
市
雄
和
女
米
木
字
長
面
十
五　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
藤　

一
郎

　
　

〃　
　

〃　

下
黒
瀬
字
町
屋
敷
九
十
三
│
一　
　
　
　
　

伊
藤　

恒
宣

　
　

〃　
　

〃　

相
川
字
台
林
三
十
一　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

一
孝

　
　

〃　
　

〃　

種
沢
字
岩
瀬
五
十
一　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

善
勇

　
　

〃　
　

〃　

下
黒
瀬
字
白
根
沢
二
百
九
十
三　
　
　
　
　

堀
井　

久
悦

　
　

〃　
　

〃　

相
川
字
高
野
百
四
十
三　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

靜
悦

　
　

〃　
　

〃　

相
川
字
銅
屋
三
百
九　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

洋
文

　
　

〃　
　

〃　

石
田
字
前
田
百
五
│
一　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

隆
栄

　
　

〃　
　

〃　

椿
川
字
川
端
二
百
三
十
三　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

久
裕

　
　

〃　
　

〃　

女
米
木
字
宝
生
口
百
七
十
九　
　
　
　
　
　

石
井　
　

進

　
　

〃　
　

〃　

平
尾
鳥
字
野
田
八
十
七
│
四　
　
　
　
　
　

齋
藤　

和
夫

　
　

〃　
　

〃　

椿
川
字
中
村
七
十
一　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
内　

善
美

　
　

〃　
　

〃　

相
川
字
高
野
百
三
十
八　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

邦
夫

　
　

〃　
　

〃　

平
沢
字
大
部
三
十
五　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

一
敏

　
　

〃　
　

〃　

種
沢
字
戸
草
沢
百
五
十
一　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

卓
見

二　

就
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

　
　

秋
田
市
雄
和
種
沢
字
戸
草
沢
百
五
十
一　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

卓
見

　
　

〃　
　

〃　

下
黒
瀬
字
町
屋
敷
九
十
三
│
一　
　
　
　
　

伊
藤　

恒
宣

　
　

〃　
　

〃　

女
米
木
字
長
面
十
五　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
藤　

一
郎

　
　

〃　
　

〃　

下
黒
瀬
字
白
根
沢
二
百
九
十
三　
　
　
　
　

堀
井　

久
悦

　
　

〃　
　

〃　

相
川
字
高
野
百
四
十
三　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

靜
悦

　
　

〃　
　

〃　

種
沢
字
岩
瀬
五
十
一　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

善
勇

　
　

〃　
　

〃　

相
川
字
銅
屋
三
百
九　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

洋
文

　
　

〃　
　

〃　

相
川
字
高
野
百
三
十
八　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

邦
夫

　
　

秋
田
市
雄
和
相
川
字
台
林
三
十
一　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

一
孝

　
　

〃　
　

〃　

椿
川
字
中
村
七
十
一　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
内　

善
美

　
　

〃　
　

〃　

平
尾
鳥
字
野
田
八
十
七
│
四　
　
　
　
　
　

齋
藤　

和
夫

　
　

〃　
　

〃　

女
米
木
字
宝
生
口
百
七
十
九　
　
　
　
　
　

石
井　
　

進

　
　

〃　
　

〃　

平
沢
字
大
部
五
十
五　
　
　
　
　
　
　
　
　

牧
野　

吉
郎

　
　

〃　
　

〃　

石
田
字
前
田
百
五
│
一　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

隆
栄

　
　

〃　
　

〃　

椿
川
字
方
福
五
十
三
│
一　
　
　
　
　
　
　

黒
崎　

晶
裕

三　

退
任
監
事
の
住
所
及
び
氏
名

　
　

秋
田
市
雄
和
女
米
木
字
長
面
五
十
七　
　
　
　
　
　
　
　

安
藤　
　

登

　
　

〃　
　

〃　

相
川
字
高
野
百
六
十
五　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

耕
次

　
　

〃　
　

〃　

下
黒
瀬
字
湯
野
目
百
六
十
七　
　
　
　
　

長
谷
川
新
太
郎

四　

就
任
監
事
の
住
所
及
び
氏
名

　
　

秋
田
市
雄
和
下
黒
瀬
字
湯
野
目
百
六
十
七　
　
　
　
　

長
谷
川
新
太
郎

　
　

〃　
　

〃　

相
川
字
高
野
百
六
十
五　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

耕
次

　
　

〃　
　

〃　

種
沢
字
太
子
前
十
三　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　
　

満

　

県
営
土
地
改
良
事
業
（
天
王
長
沼
地
区
地
域
用
水
環
境
整
備
事
業
）
に
つ

き
、
そ
の
工
事
を
平
成
二
十
年
三
月
十
一
日
完
了
し
た
の
で
、
土
地
改
良
法

（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
百
十
三
条
の
二
第
三
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
広
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城　

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六

項
の
規
定
に
よ
り
、
秋
田
県
西
仙
北
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
の

退
任
及
び
就
任
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
七
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城　

一　

退
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

　
　

大
仙
市
北
楢
岡
字
上
竜
蔵
台
八
十
一
番
地　
　
　
　
　
　

菅
原　

悦
朗

　
　

〃　
　

大
沢
郷
寺
字
寺
村
前
田
面
一
番
地
三　
　
　
　
　

佐
藤　

敬
一

二　

就
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

　
　

大
仙
市
土
川
字
半
道
寺
八
番
地　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

充
男

　
　

〃　
　

大
沢
郷
寺
字
寺
村
七
十
四
番
地　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

竹
司

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
羽
後
町
土
地
改
良
区
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
定
款
変
更
に
つ

い
て
、
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
十
一
日

　
　

大
館
市
池
内
字
池
内
九
十
四
番
地　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
田　

達
雄

　
　

〃　
　

櫃
崎
字
上
宅
地
三
十
六
番
地　
　
　
　
　
　
　
　

虻
川　

久
美

　
　

〃　
　

比
内
前
田
字
前
田
二
十
五
番
地　
　
　
　
　
　
　

加
賀
谷
敬
孝

　
　

〃　
　

餌
釣
字
屋
敷
五
番
地
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兜
森　
　

久

　
　

〃　
　

赤
石
字
大
道
添
二
番
地　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
賀
谷　

久

　
　

〃　
　

本
宮
字
八
兵
エ
岱
九
十
六
番
地
三　
　
　
　
　
　

富
樫　

安
民

　
　

〃　
　

比
内
前
田
字
前
田
三
十
七
番
地
一　
　
　
　
　
　

芳
賀　

良
一

　
　

〃　
　

大
子
内
字
三
ツ
梨
六
十
一
番
地
一　
　
　
　
　
　

斎
藤　

良
作

　
　

〃　
　

山
館
字
羽
立
二
十
三
番
地　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
原　

利
雄

　
　

〃　
　

小
館
町
三
番
地
十
四　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　
　

博

　
　

〃　
　

池
内
字
池
内
二
十
六
番
地　
　
　
　
　
　
　
　
　

畠
山　

俊
成

　
　

〃　
　

根
下
戸
町
十
番
地
六　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
田　

健
一

　
　

〃　
　

櫃
崎
字
大
堀
宅
地
四
番
地　
　
　
　
　
　
　
　
　

虻
川　

久
男

　
　

〃　
　

板
沢
字
屋
布
七
十
七
番
地　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
樫　

英
悦

　
　

〃　
　

〃　
　

〃　

七
十
九
番
地
二　
　
　
　
　
　
　
　

富
樫　

久
男

　
　

〃　
　

櫃
崎
字
沢
頭
七
番
地　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

虻
川　

真
一

二　

退
任
監
事
の
住
所
及
び
氏
名

　
　

大
館
市
出
川
字
上
野
三
十
一
番
地
六　
　
　
　
　
　
　
　

虻
川　

助
司

　
　

〃　
　

根
下
戸
字
下
袋
百
三
十
六
番
地　
　
　
　
　
　
　

田
中　

晃
一

三　

就
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

　
　

大
館
市
池
内
字
池
内
九
十
四
番
地　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
田　

達
雄

　
　

〃　
　

櫃
崎
字
上
宅
地
三
十
六
番
地　
　
　
　
　
　
　
　

虻
川　

久
美

　
　

〃　
　

比
内
前
田
字
前
田
二
十
五
番
地　
　
　
　
　
　
　

加
賀
谷
敬
孝

　
　

〃　
　

本
宮
字
八
兵
エ
岱
九
十
六
番
地
三　
　
　
　
　
　

富
樫　

安
民

　
　

〃　
　

赤
石
字
大
道
添
二
番
地　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
賀
谷　

久

　
　

〃　
　

池
内
字
池
内
二
十
六
番
地　
　
　
　
　
　
　
　
　

畠
山　

俊
成

　
　

〃　
　

櫃
崎
字
沢
頭
七
番
地　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

虻
川　

真
一

　
　

〃　
　

山
館
字
羽
立
二
十
三
番
地　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
原　

利
雄

　
　

〃　
　

板
沢
字
屋
布
七
十
七
番
地　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
樫　

英
悦

　
　

〃　
　

大
子
内
字
三
ツ
梨
六
十
一
番
地
一　
　
　
　
　
　

斎
藤　

良
作

　
　

〃　
　

板
沢
字
屋
布
七
十
九
番
地
二　
　
　
　
　
　
　
　

富
樫　

久
男

　
　

〃　
　

根
下
戸
町
十
番
地
六　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
田　

健
一

　
　

〃　
　

餌
釣
字
屋
敷
六
十
七
番
地　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
多　

貞
利

　
　

〃　
　

小
館
町
三
番
地
十
四　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　
　

博

　
　

〃　
　

櫃
崎
字
大
堀
宅
地
五
番
地　
　
　
　
　
　
　
　
　

虻
川　

金
義

四　

就
任
監
事
の
住
所
及
び
氏
名

　
　

大
館
市
出
川
字
上
野
三
十
一
番
地
六　
　
　
　
　
　
　
　

虻
川　

助
司

　
　

〃　
　

根
下
戸
字
下
袋
百
三
十
六
番
地　
　
　
　
　
　
　

田
中　

晃
一

　
　

〃　
　

比
内
前
田
字
前
田
三
十
七
番
地
一　
　
　
　
　
　

芳
賀　

良
一

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項

２
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秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城　

　

人
事
委
員
会
規
則
一
一
│
一
（
公
平
委
員
会
の
事
務
委
託
市
町
村
、
一
部

事
務
組
合
及
び
広
域
連
合
の
管
理
職
員
等
の
範
囲
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長　

柴　

田　

一　

宏　

　
　
　

人
事
委
員
会
規
則
一
一
│
一
（
公
平
委
員
会
の
事
務
委
託
市
町
村
、

　
　
　

一
部
事
務
組
合
及
び
広
域
連
合
の
管
理
職
員
等
の
範
囲
）
の
一
部
を

　
　
　

改
正
す
る
規
則

　

規
則
一
一
│
一
（
公
平
委
員
会
の
事
務
委
託
市
町
村
、
一
部
事
務
組
合
及

び
広
域
連
合
の
管
理
職
員
等
の
範
囲
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
大
潟
地
区
衛
生
処
理
組
合
の
項
を
削
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

秋
田
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
一
号

　

人
事
委
員
会
事
務
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長　

柴　

田　

一　

宏

　
　
　

人
事
委
員
会
事
務
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

人
事
委
員
会
事
務
局
処
務
規
程
（
昭
和
三
十
五
年
秋
田
県
人
事
委
員
会
訓

令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
四
条
第
一
項
中
「
参
事
」
の
下
に
「
（
参
事
を
置
か
な
い
と
き
に
あ
っ

て
は
、
課
長
）
」
を
加
え
る
。

　

第
九
条
第
二
項
中
「
及
び
部
分
休
業
」
を
「
、
部
分
休
業
及
び
育
児
短
時

間
勤
務
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
修
学
部
分
休
業
」
の
下
に
「
、
高
齢

者
部
分
休
業
及
び
自
己
啓
発
等
休
業
」
を
加
え
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

秋
田
県
収
用
委
員
会
告
示
第
一
号

　

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第
四
十
五
条
の
二

の
規
定
に
よ
り
、
収
用
の
裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
の
で
、
公
告
す

る
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
収
用
委
員
会
会
長　

豊　

口　

祐　

一

一　

起
業
者
の
名
称

　
　

秋
田
県　

代
表
者　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城

二　

事
業
の
種
類

　
　

県
道
男
鹿
半
島
線
改
築
工
事
（
秋
田
県
男
鹿
市
船
川
港
比
詰
字
羽
立
地

　

内
か
ら
同
市
脇
本
田
谷
沢
字
要
沢
地
内
ま
で
）

三　

裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
土
地
の
所
在
、
地
番
、
地
目
及
び
地
積

　

（
別
紙
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
な
お
、
別
紙
図
の
登
載
は
省
略
し
、
そ

　

の
図
面
は
建
設
交
通
部
建
設
管
理
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

四　

土
地
所
有
者
の
氏
名
及
び
住
所

　
　

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
企
画
株
式
会
社

　
　

秋
田
市
大
町
一
丁
目
四
番
地
十
一　

リ
ハ
イ
ム
大
町
二
百
十
二

五　

土
地
に
関
し
て
権
利
を
有
す
る
関
係
人
の
氏
名
、
住
所
及
び
そ
の
権
利

の
種
類

六　

裁
決
手
続
の
開
始
を
決
定
し
た
日

　
　

平
成
二
十
年
三
月
二
十
七
日

秋
田
県
収
用
委
員
会
告
示
第
二
号

　

秋
田
県
収
用
委
員
会
は
、
起
業
者
秋
田
県
か
ら
平
成
二
十
年
二
月
十
九
日

に
申
請
の
あ
っ
た
県
道
男
鹿
半
島
線
改
築
工
事
（
秋
田
県
男
鹿
市
船
川
港
比

詰
字
羽
立
地
内
か
ら
同
市
脇
本
田
谷
沢
字
要
沢
地
内
ま
で
）
に
係
る
土
地
収

用
事
件
の
審
理
を
次
の
と
お
り
開
始
す
る
の
で
、
秋
田
県
収
用
委
員
会
運
営

規
則
（
昭
和
五
十
一
年
秋
田
県
収
用
委
員
会
告
示
第
一
号
）
第
六
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
収
用
委
員
会
会
長　

豊　

口　

祐　

一

一　

審
理
開
始
の
期
日　

平
成
二
十
年
五
月
二
十
一
日　

午
後
二
時
三
十
分

二　

審
理
開
始
の
場
所　

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
二
号　

秋
田
地
方
総
合

庁
舎
六
階　

総
庁
大
会
議
室

収
用
委
員
会
の
公
示
に
よ
る
通
知

　

土
地
収
用
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
四
十
二
号
）
第
六
条

３

　
　
　
　
　
人
事
委
員
会
規
則

　
　
　
　
　
人
事
委
員
会
訓
令

　
　
　
　
　
収
用
委
員
会
告
示

土
地
の
所
在

地　
　
　

番

地　

目

公　

簿

秋
田
県
男
鹿
市
脇
本
田
谷

沢
字
要
沢

七
十
二
番
十
一

原　

野

地
　
　
積
　
　（
平
方
メ
ー
ト
ル
）

収
用
し
よ
う
と
す

る
土
地
の
面
積

（
平
方
メ
ー
ト
ル
）

登
記
簿
上

実
　
　
測

二
七
、三
八
八

二
七
、三
七
四

一
、七
六
一
・
六
二

氏　
　

名

住　
　
　
　

所

権
利
の
種
類

マ
リ
ン
ロ
ー
ド
株

式
会
社

秋
田
市
八
橋
本
町
二
丁
目

一
二
番
二
号

仮
差
押
債
権

財
宝
建
設
株
式
会

社

東
京
都
東
久
留
米
市
本
町

一
丁
目
一
番
二
六
号

仮
登
記
所
有
権
移

転
請
求
権

堀
井
逸
郎

秋
田
市
大
町
一
丁
目
四
番

三
四
号

根
抵
当
権

加
藤
俊
造

千
葉
県
袖
ヶ
浦
市
野
里

一
四
四
七
番
地
二
四
六

抵
当
権

株
式
会
社
工
藤
組

秋
田
市
泉
東
町
八
番
五
九

号

抵
当
権

安
宅
弘
昌

秋
田
市
寺
内
字
イ
サ
ノ

六
六
番
地
の
二

抵
当
権

二
宮
秀
之

横
浜
市
南
区
大
岡
一
丁
目

二
六
番
三
〇
号

抵
当
権

二
宮
隆
之

横
浜
市
神
奈
川
区
菅
田
町

八
六
七
番
地
五　

エ
ン

ゼ
ル
横
濱
ピ
ュ
ア
リ
ス

四
〇
五
号

抵
当
権

関
根
史
俊

住
所
不
明　

た
だ
し
、
土

地
登
記
簿
上
の
住
所
は
茨

城
県
土
浦
市
国
分
町
三
番

三
号

抵
当
権

鈴
木
功
二

埼
玉
県
所
沢
市
泉
町

一
八
四
二
番
地
の
六

仮
登
記
根
抵
当
権

鈴
木
國
昭

福
島
県
会
津
若
松
市
河
東

町
倉
橋
字
倉
道
三
一
番
地

仮
登
記
賃
借
権

鈴
木
國
昭

福
島
県
会
津
若
松
市
河
東

町
倉
橋
字
倉
道
三
一
番
地

仮
登
記
賃
借
権

有
限
会
社
Ｎ
Ｋ
Ｏ

大
阪
府
豊
中
市
野
田
町

一
五
番
一
三
号

仮
登
記
根
抵
当
権

　
　
　
　
　
収
用
委
員
会
の
公
示
に
よ
る
通
知

株
式
会
社
工
藤
組

秋
田
市
泉
東
町
八
番
五
九

号

抵
当
権

安
宅
弘
昌

秋
田
市
寺
内
字
イ
サ
ノ

六
六
番
地
の
二

抵
当
権

二
宮
秀
之

横
浜
市
南
区
大
岡
一
丁
目

二
六
番
三
〇
号

抵
当
権

二
宮
隆
之

横
浜
市
神
奈
川
区
菅
田
町

八
六
七
番
地
五　

エ
ン

ゼ
ル
横
濱
ピ
ュ
ア
リ
ス

四
〇
五
号

抵
当
権

関
根
史
俊

住
所
不
明　

た
だ
し
、
土

地
登
記
簿
上
の
住
所
は
茨

城
県
土
浦
市
国
分
町
三
番

三
号

抵
当
権

鈴
木
功
二

埼
玉
県
所
沢
市
泉
町

一
八
四
二
番
地
の
六

仮
登
記
根
抵
当
権

鈴
木
國
昭

福
島
県
会
津
若
松
市
河
東

町
倉
橋
字
倉
道
三
一
番
地

仮
登
記
賃
借
権

鈴
木
國
昭

福
島
県
会
津
若
松
市
河
東

町
倉
橋
字
倉
道
三
一
番
地

仮
登
記
賃
借
権

有
限
会
社
Ｎ
Ｋ
Ｏ

大
阪
府
豊
中
市
野
田
町

一
五
番
一
三
号

仮
登
記
根
抵
当
権
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の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
公
示
に
よ
る
通
知
を
行
う
。

　

な
お
、
通
知
書
は
、
当
収
用
委
員
会
事
務
局
（
秋
田
県
建
設
交
通
部
建
設

管
理
課
）
に
保
管
し
、
通
知
を
受
け
る
べ
き
者
に
い
つ
で
も
交
付
す
る
。
受

領
し
な
い
と
き
は
、
平
成
二
十
年
五
月
二
日
を
も
っ
て
そ
の
通
知
が
あ
っ
た

も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

　
　

平
成
二
十
年
四
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
収
用
委
員
会
会
長　

豊　

口　

祐　

一

一　

事
件
名

　
　

県
道
男
鹿
半
島
線
改
築
工
事
（
秋
田
県
男
鹿
市
船
川
港
比
詰
字
羽
立
地

内
か
ら
同
市
脇
本
田
谷
沢
字
要
沢
地
内
ま
で
）

二　

通
知
書
の
名
称

　
　

平
成
二
十
年
四
月
四
日
付
け
秋
収
委
│
二　

「
審
理
の
開
始
に
つ
い
て

（
通
知
）
」

三　

通
知
を
受
け
る
べ
き
者

　
　

秋
田
県
男
鹿
市
脇
本
田
谷
沢
字
要
沢
七
十
二
番
十
一
の
土
地
の
抵
当
権

者　

関
根
史
俊　

住
所
不
明　

た
だ
し
、
土
地
登
記
簿
上
の
住
所
は
、
茨

城
県
土
浦
市
国
分
町
三
番
三
号

４

発
行
者　

秋　
　
　

  

田　
　
　

  

県

　
　
　
　
　

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号

購
読
料
金　

一
月
三
千
六
百
七
十
五
円
（
税
込
）

　
　
　
　
　
　

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

印　

刷　

所　

株
式
会
社　

松　

原　

印　

刷　

社

　
　
　
　
　
　

電
話

（862）
八
七
六
六　

Ｆ
Ａ
Ｘ

（863）
〇
〇
〇
五

　
　
　
　
　
　

E-m
ail:m

atsubara@
m

atsubarainsatsu.co.jp

印　

刷　

者　

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松　
　

原　
　

繁　
　

雄


